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開示項目一覧

　本誌は「労働金庫法第94条第1項において準用する銀行法第21条（業務および財産
の状況に関する説明書類の縦覧）」ならびに「金融機能の再生のための緊急措置に関
する法律第7条」の規定に基づいて作成した資料です。
　本誌に記載した金額・比率の表示に関して、特にことわりのない限り、下記の通
りとしています。

●金額・比率の表示方法のご案内
　1．金額単位
　　（1）�各表に表示した金額単位未満の端数を切り捨てて記載しています。
　　（2）小計、合計等の合算は、円単位まで算出し、単位未満を切り捨てて記載して

います。したがって、内訳の合計と小計欄・合計欄の金額が一致しない場
合があります。

　　（3）増減額（比率）、諸利回り、諸比率等の算出にあたっては、各表上の単位未満
を切り捨てた計数を使用しています。なお、官庁報告に係る諸比率等につ
いては、報告数値をそのまま記載しています。

　2．諸利回り・諸比率
　　小数点第3位を切り捨てし、第2位までを記載しています。

〈ろうきん〉は
あたたかな “環（わ）”から生まれた
はたらく人の夢と幸せをかなえる
生活応援バンクです。

北海道ろうきんの概要

名 称 北海道労働金庫

所 在 地 札幌市中央区北 1条西 5丁目

設 立 1951 年 5 月 19 日

代 表 者 理事長　工藤　和男

常 勤 役 職 員 数 795 人

店 舗 数 37 店舗（出張所 ・仮想店舗含む）

出 資 金 3,260 百万円

団 体 会 員 数 2,763 会員

間 接 構 成 員 数 385,528 人

預 金 残 高 960,767 百万円

貸 出 金 残 高 655,807 百万円

自 己 資 本 比 率 9.48％

リスク管理債権比率 0.50％
※各種数値は 2017 年 3 月末現在

〈ろうきん〉のシンボルマークは、ROKIN の頭文字の R
をデザインしたもので、同時に鳥の親子を表しています。
鳥の親子は、親しみやすさを表すとともに、愛とやさしさ、
親から子へと引き継がれる労金運動を意味し、はばたく鳥
は、より発展する〈ろうきん〉の飛翔を表現しています。
シンボルマーク・カラーはブルーです。〈ろうきん〉ブル
ーは「知性」「未来」「希望」を表現しています。シンボル
マークには、〈ろうきん〉の基本理念が表現されています。

シンボルマーク

〈ろうきん〉は、はたらく人たちがお互いを助け合う、
あたたかな “ 環（わ＝資金循環）” から生まれた“はたらく仲間の金融機関”です。
その基本とする姿勢も、社会的な役割も、暮らしに役立つ商品やサービスも、
すべてがはたらく人の生活の視点から発想されたものです。

〈ろうきん〉は人と人の “ 環（わ）” の中で、暮らしを見つめ、
ニーズをつかみ、快適で賢い生活のためのベストアドバイスを提案できる、
はたらく人たちの夢と幸せをかなえる金融機関＝生活応援バンクで
あり続けたいと考えています。
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　平素より私ども北海道労働金庫に対し、格別のお引立てを賜り、
誠にありがたく厚く御礼申し上げます。
　さて、日本経済は緩やかな回復基調が続いているとされており、
また、北海道内においても、雇用・所得環境の着実な改善などを背
景に全国と同様に回復傾向にあるとされています。しかしながら、
所得や雇用の格差、社会保障に対する将来不安などもあり、勤労者
全体が景気回復を実感するには至っていないともいわれていま
す。
　また、このような情勢を踏まえての金融環境ですが、2016年2月
に開始された日銀マイナス金利政策が金融機関経営に及ぼす影響
は大きく、金融庁が公表した平成27事務年度金融レポートには、
「現在の低金利が今後も継続することが更に本邦金融機関の収益
を圧迫するリスクがある」との記載もあります。
　上記のような環境下で遂行してきた2016年度は、中期経営計画
（2015～2017年度）の中間年度として、「全てのはたらく人の夢と幸
せをかなえるため、不変と変革に積極的に挑戦する」という中期的
ビジョンに基づき、事業活動に取り組んでまいりました。その結
果、一部項目に課題を残したものの、全体的には計画水準に達する
ことができたと評価しました。改めて、会員・組合員・利用者の
皆様のご支援とご協力に感謝を申し上げます。
　取組みの一端を振り返りますと、本年1月より制度改定が実施さ
れた個人型確定拠出年金（iDeCo）の取組みを積極的に進め、大きな
成果を上げることができました。iDeCoは、会員・勤労者とその家
族の皆様にとって重要な年金資産形成に資するものであるため、
今後も取組みに万全を期していきたいと考えております。また、
本年2月に、会員・利用者の皆様の利便性向上を目的として、札幌
手稲支店を開設しました。インターネット支店を除く店舗として
は、全道で36店舗目、札幌市内で8店舗目となります。近隣地域の
皆様におかれましては、ご愛顧賜りますようお願い申し上げます。
　さて、2017年度は現行中期経営計画の最終年度となります。「現
行中期経営計画の総仕上げ」と「将来への足場固め（種蒔き）」を事
業遂行方針の2本柱に据えて、計画達成に向けて役職員一丸となっ
て事業活動を展開してまいります。厳しい環境下ではありますが、
今後も皆様に良質な商品・サービスを提供し続けるために各種取
組みを進めていく所存です。
　なお、昨年11月には、労働金庫などを含む協同組合が国際連合教
育科学文化機関（ユネスコ）の「無形文化遺産」に登録されました。
本登録は、「全世界において、コミュニティ創りをはじめ雇用創出
や高齢者支援など、様々な社会的問題への創意工夫あふれる解決
策を編み出している」協同組合の思想と実践が、人類の大切な財産
として受け継ぎ発展させていく必要性を、国際社会が評価したも
のであると考えます。当金庫も協同組合の一員として、本登録を
誇りに、改めて「はたらく人からはたらく人へ資金を循環させる」
という使命を根幹に据え、安心して暮らしていくことのできる社
会づくりを目指していきます。
　ここに、当金庫の経営方針や事業の状況をご案内するために、
「北海道労働金庫　ディスクロージャー誌　2017」を作成いたしま
した。多くの皆様にご高覧いただき、当金庫に対するご理解をよ
り一層深めていただければ幸いです。
� 2017年7月

ごあいさつ

理事長　工藤　和男
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